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授業目標

１．健康と疾患や治療、生活習慣の関連について理解できる。
２．生活と健康上の問題の関連を理解できる。
３．対象であるその人の地域生活が、どのように保持増進されているか学ぶ。
４．ライフサイクルと健康と健康管理について理解できる。
５．地域における健康に影響をあたえる要因の対応方法を理解できる。
６．疾患と健康と生活と看護の関連を理解できる。

専門基礎分野

健康と生活

１　単位

峯田　孝子

原因である疾患や生活環境、治療と機能障害の関連を学び、健康と生活の繋がりを地域の側面から理
解して看護に活かすことができる。

授
業
の
内
容
と
方
法

授業内容

1.健康の定義
　対象それぞれの健康の概念

2.健康と疾患との関連

3.ライフサイクルと健康
　各発達段階における健康問題

4.地域生活の健康上の課題と健康管理
　物理・化学的要因（環境と健康）
　身体・生理的要因（睡眠・食生活・排泄と健康)
　心理・精神的要因（こころの健康）

5.健康障害と生活との関連
　健康に影響をあたえる要因
　　生活の影響
　　飲酒・喫煙・体重異常・ストレスと健康

看護師・保健師

看護師・保健師としての実践を活かし、健康の保持増進の重要性と実際を教授する。

峯
田
　
孝
子

筆記試験・授業態度・レポート

神馬征峰ほか:系統看護学講座　専門基礎分野　健康支援と社会保障制度［２］公衆衛生【電子版】，医学書院　

6.疾患と健康と生活のそれぞれの関連
　看護との関連

「自分の住んでいる地域の生活と健康を考える。」レポート提出


